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自己細胞に

対する増殖能

C1細胞に対する増殖能
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C1細胞に対する高い傷害性

C2細胞に対する低い傷害性









細胞傷害性試験（CML）





MHCが異なるC1、C2型の細胞を用いた細胞増殖能と傷害性評価（C1細胞に対するC2細胞の反応）



C1細胞に対する強い増殖能
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1年以上生着（MHC適合）

1~2か月で拒絶（MHC不適合）



MHC適合性による臓器生着の違い











MHC適合

（1年）

MHＣ不適合（1月）
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薬物投与による拒絶抑制効果の評価

（MHC不適合間移植）

移植肺は1~2か月で拒絶

新規薬剤投与による拒絶制御（42-120日での拒絶）









新規薬剤投与

新規薬剤非投与
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